



























































































































































































































































































































































































































書 い て い
く．その後
AとC1の間
では，みつ
けたきまりについて話されたが，C1はAの図には
注目していない．Aは一斉の場面では，自分と同じ
きまりの発表を興味深く聞いていた．しかし，図に
ついては言及がなく，Aの図は授業では取り上げら
れなかった．Aは振り返りシートに，今回分かった
こととして「段の数とまわりの長さをたすと5倍に
なること」と書いた．
③	 	考察
教師が個別解決の前に，表でまとめることを指示
したため，「表す力」は水準Ⅰからスタートした．
Aの表の埋め方は前時までと比べるとスムーズであ
る．Aがかいた表は，C1・C2とも同じであり，3
人は表の数値を多様に結び付けながらきまりを見い
だしていった．Aは表を1，4…のように埋めてい
るため，「わり算したら4になるよ」（4行目）は，
自分の表の埋め方からはいったん離れ，下段÷上段
という見方で見直すことで新たに見出したきまりで
あると考えられる．C1からは「かけ算と同じ」（5
行目）と一蹴されるが，その後，C2にこのきまり
を伝え，「ほんとだ」（21行目）と称賛を得た．A
がC2に自分の考えを伝えている珍しい場面である．
その後のAによる図での表現は，自発的なもので
あるため水準Ⅱである．なぜこの図を描いたかは定
かではない．「常に4になる」というきまりを分か
りやすく表したいという気持ちから，図を描いたの
であれば，目的に応じて図を工夫しているため水準
Ⅲを満たしていると考えられる．但し，この図の意
図や意味は確認されずに終わっていた．
5．おわりに
視点児Aの観察から，「算数で表す力」が高まっ
ている場面では，困ったとき等に近隣の友人と自由
に相談が出来ており，そのような関係の構築が効い
ていることが分かる．また，最初は水準ⅠやⅡであっ
ても，友人と比較したり，友人から意見を得たりし
て，自分の考えや表現を見直す機会があった．そこ
からは，自分と他者の考えの似ている点や違う点を
考えたり，自分の考えをよりよくできないかを考え
たりしながら話を聴くことの重要性が分かる．また，
項目ごとに水準と評価を設定することにより，育成
を目指す力の達成具合を捉えることができ，児童一
人一人の「算数で表す力」の水準を高めるような具
体的な支援につなげることが可能となることも分
かった．
本稿では，Aの授業の一部での評価にとどまって
いる．Aの単元を通しての「算数で表す力」の高ま
りを捉え，具体的な支援との関わりについて更に考
察を進めていくことは今後の課題である．
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